
令和 5年度 輸送安全マネジメント
泉観光バスでは『運輸安全マネジメント』に基づき、輸送の安全に関する基本的な方針その他の輸送の安全

に係る情報を以下の通 り公表 し、全社員が一九となって『輸送の安全・安心』に取 り組んでまいります。

1 輸送の安全に関する基本的な方針

安全方針を次のとおり定めております。

輸送の安全を第一に、輸送の安全確保に努めます。

②  法令や規則を遵守し、厳正に職務を遂行します。

車両点検を確実に行い、輸送の安全性の向上に努めて参ります。

2 輸送の安全に関する目標

・物損事故 0件

・接触事故 0件

・車内事故 0件

苦  情 0件

3 昨年度安全輸送に対する状況報告

(1)令和 4年度適性診断の実施状況

適性診断では、独立行政法人自動車事故対策機構の適性診断を運転手に受診させ、 入社期 1回、その後 3

年に 1回。適齢検査は 65歳になった時点で 1回、65歳～3年に 1回を実施し、その結果に基づき運行管理

者が個人指導を行つています。

一般適性診断者   2名

初任適性診断者   0名

適齢適性診断者   1名

合計  3名

(2)健康診断の実施状況

毎年 12月 (*)に乗務員・事務員含む全社員が健康診断を実施。平成 30年より毎年本格的に 2名～脳 ド

ックを実施 しています。
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その後、運行管理者と健康診断結果に基づき指導教育を行います。



結果が芳しくないようであれば再検査などを受けさせています。

(*)輸送状況により前後左右する事もあります

健康診断実施人数

一般診断 (役員 1名 ・事務員 1名・運転者 4名 ) 令和 4年 12月 実施

脳 ドンク (運転者 2名 ) 令和 4年 12月 実施

(3)事故発生状況

自動車事故統括規則第 2条に規定する事故に関する統計

当社では、平成 19年 2月 一般貸切旅客自動車運送事業の許可を取得 し以来、自動車事故統括

規則第 2条に規定する事故はありません

4 乗務員研修実施状況

乗務員研修については 3ヶ月に 1回程度。運行管理者により研修を行つています。チェーン講習や雪道運転、

非常用具点検、年末総点検、などを研修実施しています。緊急事態発生時の対策は営業所の緊急連絡先表を

掲示し、バスジャンクなどについては『バスジャック統一対応マニュアル』にて対応しております。

さらに冬の研修取 り組みとしてバス協会主催の雪道走行の外部研修を受講いたしました。

3月 には、栃木消防さんにご協力いただき救命救急講習を受講いたしました。

(1)乗務員教育状況

令和 4年 4月 ～令和 5年 3月

国土交通省によりさだめている 12項 目を計画表に取り入れ実施しています。

令和 4年度につきましては、感染防止姑策もあり、毎月の全体での乗務員教育実施は難 しく、年間で 6回行

いました (個人教育は回数に含まれてません)

5 貸切バス事業者安全性評価認定制度

令和 2年度セーフティーバス ーン星☆継続

(令和 5年 4月 更新申請)



6 安全を確保するために講 じている装置

・全車両に対して 100%の 車両にデジタルタコ搭載

・全車両に対して 30%の車両にモービルアイ搭載 (衝突防止警報補助システム)

・全車両に対して 10o%の車両に ドライブレコーダー搭載

7 貸切バス事故率状況及び目標達成率及び今年度の事故率目標

令不口4年 4月 ～令不日5年 3月

車内事故 0件

車外事故 0件

交通事故・交通違反 0件

前年度 目標率事故率軽減 100%達成

今年度事故率目標

車内事故

車外事故 0%

交通事故・交通違反 0%

8 安全管理規定

輸送の安全を確保図るべく、安全管理規定を制定しています。

(1)輸送の安全のために講じた装置

全車両に ドライブレコーダー搭載。記録・保存を行つてお り、乗務員教育や事故が起きたときの証拠映像、

解析映像としても使用しております。遠隔地での携帯用アルコールチェッカーにてアルコールチェックをし

ています。

(2)感染対策防止措置について

・全車両にオゾン発生器搭載 ・アルコール消毒設置

・光触媒コーティング施工済み ・乗車前の体温測定

市J作 日 R5年 3月 81日

株式会社 泉観光バス

代表取締役 柴寄 勝

制作者 柴寄 萌希

0%

・乗務員のマスク着用徹底 (運転中のみ) ・乗務員健康管理チェンク


